
－1ー

目黒のサクラ再生実行計画 　駒場野公園　ニュースレター第2号（令和2年11月）

令和2年（2020年）10月24日（土）に、駒場野公園サクラ再生実行計画現地調査会を開催しました。駒場野公園の
桜の問題点、それらを改善するための将来像（案）について樹木医が説明し、ご質問・ご意見をいただきました。ま
た、現地調査会参加者と公園周辺の住民の皆様に桜の将来像や管理についてのアンケートを実施し、ニュースレ
ターにまとめましたので、皆様にお知らせします。

駒場野公園サクラ再生実行計画現地調査会を開催しました駒場野公園サクラ再生実行計画現地調査会を開催しました
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駒場野公園・調査ポイント
北門ケルネル田んぼ上
・コヒガンザクラ並木の生育不良問題
駒場体育館北側
・雑木林の成長と桜の日照不足問題
テニスコート東側
・広場の活用と桜の根の踏圧問題
南門外の小道
・八重桜（カンザン）並木の維持問題
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野鳥、昆虫、小動物も生息する豊かな自然を残す駒場野公園。園内にはカンザン、イチヨウ、オオシマザクラ、
ヤエベニシダレ、コヒガンザクラ等々、多くの品種・花の色の桜があり春から秋まで楽しめること、それは
駒場野公園の豊かな情景となっている。こうした魅力をアンケートで伝えていただきました。

カンザンの並木
・南門のまわりの桜は咲く時期が遅く、八重で美し
　く花びらが落ちるとピンクの絨毯のようになり、
　とても美しく残して欲しい
ジュウガツザクラ
・十月桜の復活を
ウワミズザクラ、イヌザクラ、ヤマザクラ
・ウワミズザクラ、イヌザクラ、ヤマザクラといっ
　た雑木林でみられるサクラは、公園ができたころ
　から、野草園の活動ボランティアの方などに好ま
　れてきた桜
オオシマザクラ
・田んぼ西側のホタル橋のたもとにあるオオシマ
　ザクラは、場所も公園の中心部にあって、シンボ
　ル的な桜でした
コヒガンの並木
・コヒガン並木から旧ホーム脇の桜並木は残した
　い貴重な風景
イチヨウ
・イチヨウ（一葉）、毎年見事な咲きっぷりと背の届
　く高さで花を愛でることの喜びにとても癒される
ヒナギクザクラ
・ヒナギクザクラ、目立たない場所に植えられてい
　るが、可憐な花姿が毎年咲くのを楽しみに

残したい桜、思い出の桜

投票結果

桜で気になる点や困っている点、
改善してほしい点

既存部と拡張部を結ぶカンザン（ヤエザクラ）
の桜並木について
　9 票  現在のまま（カンザンの並木）がよい  
　1 票  様々な品種を混ぜた方がよい （八重のものを）
将来駒場野公園に植えて欲しい桜
　4 票  シロタエ
　3 票  ジュウガツザクラ
　2 票  オカメ   オモイガワ   ギョイコウ
　1 票  ベニユタカ   カンヒザクラ   コシノヒガン
　　 　ケイオウザクラ   スルガダイニオイ
地域住民参加による桜の保全活動（桜守活動）
に参加してみたいと思いますか
　5 票  興味がある   
　5 票  少し興味がある
桜の保全活動（桜守活動）で興味のある活動
　5 票  根の周りの土壌改良（エアレーション、施肥、根
　　　　元の保護等）  
　3 票  品種維持の取り組み（苗の育成）  
　3 票  花芽観察（桜の健康状態の確認）  
　2 票  水やり、除草  
　3 票  その他（落ち葉掃き清掃等、樹名札や看板の作製
　　　　などの啓発・学習活動、駒場育ちの肥料やり）  

シロタエ ジュウガツザクラ オカメ オモイガワ ギョイコウ

ベニユタカ カンヒザクラ コシノヒガン ケイオウザクラ スルガダイニオイ

●桜の写真提供：（公財）日本花の会

アンケート結果
（10名からご回答いただきました）

〔根元〕
・広場では根周りが裸地化して根が浮き出てしま
　っており、保全の対策が必要
・根元が踏まれないように囲いをしたい。虫やキノ
　コがつかないようにする対策をしたい

〔樹高〕
・高木化。特にデイキャンプ場周辺、折角の花も楽
　しみづらい

〔リスク〕
・台風、自然災害による倒木、枝折れ 

〔啓発・学習〕
・桜の品種名を知るのは難しい。くどくならない形
　で樹名板を付けるとより喜ばれ、管理への興味や
　親しみも増すのではないか

〔桜の配置、種類〕
・今後は多品種にこだわらず、生育環境にあった種
　の育成を考えたらどうか。特にヤマザクラやイヌ
　ザクラなどの雑木林の桜をメインにしていけば、
　現在ボランティアの行っている萌芽更新などの雑
　木林の管理の中でサクラの永続性を図ることも考
　えられ、公園全体の樹林の考え方にも合うのでは
　ないかと思う
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　  駒場体育館北側 桜の問題点
駒場体育館北側の雑木林の桜の衰弱・
枯死が進行。雑木林で周囲の高木の
樹冠拡大に打ち勝てない
●原因
▼南側に建物があり、日当たりや通風の
　悪い斜面地
▼日照が不足し窪地で衰弱した木には
　木材腐朽菌が発生、桜を含めたいく
　つかの樹種は雑木林内の生存競争に
　負けている

●サクラ再生方針
▼雑木林を中心とした公園全体
　の生態系の維持を優先します
▼雑木林の10年後変化を考え、桜
　の生育に適さないここでは無
　理に補植は行わない方針とし
　ます

　  北門ケルネル田んぼ上 桜の問題点
北門のコヒガンザクラが全体的に衰弱。
枝先～枝、幹が枯れている
●原因
▼保水性がやや劣る土壌で、日当たり・
　通風の良い傾斜地で、土が乾燥しや
　すい
▼切株には木材腐朽菌のコフキタケが
　発生

●サクラ再生方針
▼コフキタケ発生の切株を地中の根株
　ごと撤去します
▼殺菌や保水性向上のため広範囲の土
　壌改良を検討します
▼「思い出」、「残したい場所」のご意見が
　多いため、桜並木の復活を検討します
▼桜の品種は景観を崩さないものを検
　討します

●質問：桜についたキノコは取ってもよいですか?
　　　⇒  取らないでください。腐朽の目印になります。キノコの本体は樹木内部に菌糸として存
　　　　  在します。キノコを取っても腐朽を止めることにはなりません

●質問：根を守るにはどれぐらいの保護面積が必要ですか
　　　⇒  幹直径のおよそ12 倍の範囲（木を中心に幹直径の12 倍の長さの紐で円を描いた範囲）
　　　　  といわれています。 

●質問：根の先端を守る方法にはどんなものがありますか
　　　⇒  エアコンプレッサーを使った土壌改良の方法があります。定期的に細く深い穴を土壌に
　　　　  開け、堆肥を入れて耕します

●質問：土がなくなったところは、土を入れていいですか
　　　⇒  まず、固くなっている土を深さ20cm 以上は柔らかくしてから行う必要があります。通常
　　　　  高木は根を張れるよう深さ60cm～1ｍ程度の柔らかい土が必要といわれています

●意見：広場には人が多い。土が固くなるのを防ぐには、木道をつくるなど人が通る
　　　　ところを限定したほうがいいように思う

調査会での
   質問・回答、
ご意見

桜の問題点と再生方針
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サクラ基金は、ふるさと目黒の桜のある風景を後世に伝えるための基金です。公園等の
桜の保護・植替えなどに活用しています。詳しくは目黒区ホームページをご覧いただくか、
みどり土木政策課までお問い合わせください。
URL: https://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/zaisei/kifu/kikin/sakurakikin.html

目黒のサクラ基金にご協力をお願いします

お知らせ

目黒区都市整備部みどり土木政策課 
電話：03-5722-9745  FAX:03-3792-2112 

メール：midoridoboku04@city.meguro.tokyo.jp

お問い合わせ先

駒場野公園は自然観察舎を中心に盛んにボランティアや駒場野自然クラブの活動が行われ、多くの方が公園
の維持管理に携わっています。そこで、駒場野自然クラブで年数回、桜守活動の発足に向けて、桜の維持管理
を体験する講座（接ぎ木、実生、施肥、花芽観察、立ち入り防止柵の作製、普及啓発用の看板・樹名板作製等）を
取り入れることを検討しています。

駒場野公園桜守活動の発足に向けて

ふるさとチョイス

　  南門外の小道 桜の問題点
南門外のカンザン並木で、台風や積雪
時に大枝の折れや倒木が発生。枝は通
路側に伸長し樹冠のバランスを欠い
ている
●原因
▼南北に風が吹き抜ける場所でカンザ
　ンも強い風圧を受けている
▼カンザンは背が高く大きくなるタイプ
　の桜でかつ上部を広げる盃型の樹形
▼人の往来が多く植栽帯にも人が踏み
　込み、土壌が固くなり水分・酸素が不
　足し、根の伸長に支障をきたす

●サクラ再生方針
▼樹高を低くし風圧を低減するため小型の品種
　に植替える⇒カンザンに似た小型の品種「コウカ」
　で桜並木を維持するよう検討します
▼根張りが健全に育つよう根元周囲の植栽帯を
　広げ、人が入り込まないよう縁石や人止め柵を
　検討します

　  テニスコート東側 桜の問題点
テニスコート東側の広場の桜が、枝
先の葉が少なく、露出根も多く衰弱
傾向にある
●原因
▼日常的に人が往来し、踏み固められ
　た地面が裸地化
▼土壌が非常に固く乾燥し水分・酸素
　が不足し、根は伸長できない
▼根が踏まれて傷になり菌類由来の病
　気が発生

●サクラ再生方針
▼根系の範囲の土壌改良を検討します
▼催事の時以外は根の周囲に人が入れ
　ないよう踏圧防止囲い（可動式の柵の
　設置など）の検討を行います
▼樹木の根の保護育成のため、新しい園
　路や踏込み防止柵を、今後の改修等の
　機会で検討します
▼桜を植替える際は、日照の確保と配置
　を見直します

コウカ（写真提供：（公財）日本花の会）

〇今回ご提案した桜の将来像につきまして、皆様のご意見を伺いたいと思っております。下記のお問い合
　わせ先までご連絡いただけますと幸いです。募集期間は令和2年12月7日までとさせていただきます。
〇12月には、皆様のご意見を生かした駒場野公園サクラ再生実行計画（案）をご提案する予定です。




